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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表示装置における白バランスを改善する。
【解決手段】複数の画素を含み、複数の画素のうち少な
くとも一部は、赤色サブピクセルＲ２１１，２１５、緑
色サブピクセルＧ２１３，２１７、青色サブピクセルＢ
２１８、及び黄色サブピクセルＹ２１２，２１６を含み
、青色サブピクセルＢ２１８の面積は、黄色サブピクセ
ルＹ２１２，２１６の面積より大きいことを特徴とする
表示装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、及び黄色サブピクセルを含み、前記青色サブピクセルの面積
は、前記黄色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴と
する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記緑色サブピクセルの面積は、前記黄色サブピクセルの面積と実質的に同一であるこ
とを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、及び黄色サブピクセルを含み、前記青色サブピクセルの面積
は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積より大きいことを特徴と
する請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記緑色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積と実質的に同一であるこ
とを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、及び黄色サブピクセルを含み、前記青色サブピクセルの面積
は、前記赤色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記黄色サブピクセルの面積より大きいことを特徴と
する請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記黄色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積と実質的に同一であるこ
とを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴と
する請求項８に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記黄色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルと前記緑色サブピクセルの面積
のうち少なくとも一つと実質的に同一であることを特徴とする請求項１０に記載の表示装
置。
【請求項１２】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、及びシアン色サブピクセルを含み、前記青色サブピクセルの
面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項１３】
　前記シアン色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特
徴とする請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
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クセル、青色サブピクセル、及びシアン色サブピクセルを含み、前記青色サブピクセルの
面積は、前記赤色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
　前記シアン色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積より大きく、前記青
色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であることを
特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン
色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積及び前記緑色サブピクセルの面積
のうち少なくとも一つより大きいことを特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
り、前記緑色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積と実質的に同一である
ことを特徴とする請求項１７に記載の表示装置。
【請求項１９】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、黄色サブピクセル、及びシアン色サブピクセルを含み、前記
青色サブピクセルの面積は、前記黄色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン色サブ
ピクセルの面積は、前記黄色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項２０】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項１９に記載の表示装置。
【請求項２１】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン
色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする請求
項１９に記載の表示装置。
【請求項２２】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項２１に記載の表示装置。
【請求項２３】
　前記黄色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積と実質的に同一であるこ
とを特徴とする請求項２１に記載の表示装置。
【請求項２４】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項２３に記載の表示装置。
【請求項２５】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、黄色サブピクセル、及びシアン色サブピクセルを含み、前記
青色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン色サブ
ピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項２６】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項２５に記載の表示装置。
【請求項２７】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン
色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする請求
項２５に記載の表示装置。
【請求項２８】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項２７に記載の表示装置。



(4) JP 2011-237806 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

【請求項２９】
　前記赤色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積と実質的に同一であるこ
とを特徴とする請求項２７に記載の表示装置。
【請求項３０】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項２９に記載の表示装置。
【請求項３１】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、黄色サブピクセル、及びシアン色サブピクセルを含み、前記
青色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン色サブ
ピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする表示装置。
【請求項３２】
　前記青色サブピクセルの面積は前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一である
ことを特徴とする請求項３１に記載の表示装置。
【請求項３３】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記黄色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン
色サブピクセルの面積は、前記黄色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする請求
項３１に記載の表示装置。
【請求項３４】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項３３に記載の表示装置。
【請求項３５】
　前記黄色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積と実質的に同一であるこ
とを特徴とする請求項３３に記載の表示装置。
【請求項３６】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項３５に記載の表示装置。
【請求項３７】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きく、前記シアン
色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする請求
項３３に記載の表示装置。
【請求項３８】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項３７に記載の表示装置。
【請求項３９】
　前記黄色サブピクセルの面積は、前記赤色サブピクセルの面積及び前記族色サブピクセ
ルの面積のうち少なくとも一つと実質的に同一であることを特徴とする請求項３７に記載
の表示装置。
【請求項４０】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記シアン色サブピクセルの面積と実質的に同一であ
ることを特徴とする請求項３９に記載の表示装置。
【請求項４１】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、及び黄色サブピクセルを含み、前記青色サブピクセルの面積
は、前記黄色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４２】
　前記青色サブピクセルの面積は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴と
する請求項４１に記載の液晶表示装置。
【請求項４３】
　前記緑色サブピクセルの面積は、前記黄色サブピクセルの面積と実質的に同一であるこ
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とを特徴とする請求項４２に記載の液晶表示装置。
【請求項４４】
　複数の画素を含み、前記画素のうち少なくとも一部は、赤色サブピクセル、緑色サブピ
クセル、青色サブピクセル、及び黄色サブピクセルを含み、前記青色サブピクセルの面積
は、前記緑色サブピクセルの面積より大きいことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、多原色表示装置に関し、特に、多原色液晶表示装置（ＬＣＤ）に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置には、アレイ状の液晶（ＬＣ）要素が含まれ、これらは、例えば、１つ又
は複数の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）素子によって駆動し得る。種々のＬＣＤ装置におい
て、ＬＣアレイは、ＬＣアレイの各要素を制御し得る複数の列ラインドライバ及び複数の
行ラインドライバを含み得る。従来の多原色表示装置の一例として、特許文献１がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００２／１０１６４４号公報明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＴＦＴ、行ラインドライバ及び列ラインドライバは、ＬＣアレイに供給された光の一部
を遮り、その結果、表示装置の輝度レベルを減少させ得る。従って、ＴＦＴ、行ラインド
ライバ及び列ラインドライバによって遮蔽される光量を低減することが望ましい。更に、
表示装置のコストを低減するために、ＴＦＴ、行ラインドライバ及び／又は列ラインドラ
イバの数を減らすことが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態は、複数の４原色以上の画素を有するカラー画像を表示するための方
法、装置及び／又はシステムを含む。
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、本装置は、例えば、少なくとも４つの異な
る原色の副画素要素のアレイを含み得る。この場合、アレイにおける副画素要素の総数は
、画像における４原色以上の画素の数に少なくとも４つの異なる原色の数を掛けた乗算積
より大幅に小さい。
【０００６】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、カラー表示装置は、少なくとも３つの原色
の副画素要素の少なくとも第１及び第２の繰り返し可能な色配列に配置された少なくとも
４つの異なる原色の副画素要素のアレイを含み得る。この場合、第１色配列は、第２配列
に含まれない少なくとも１つの原色の副画素要素を含み、及び／又は第２色配列は、第１
配列に含まれない少なくとも１つの原色の副画素要素を含み得る。
【０００７】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、アレイの副画素要素は、少なくとも４つの
原色の各々の副画素要素を含む繰り返し可能なパターンに配置し得る。このパターンは、
例えば、第２原色の副画素要素より少ない第１原色の副画素要素を含み得る。
【０００８】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、本カラー表示装置は、カラー画像の画素を
表す副画素データに基づいて、アレイの少なくとも一部の副画素要素を選択的にアクティ
ブにして、１つ又は複数の減衰パターンを生成することが可能なコントローラを含み得る
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。
【０００９】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、第１及び第２色配列の副画素要素は、カラ
ー画像の少なくとも第１及び第２画素に対応する副画素データに基づいて、アクティブに
し得る。例えば、第１及び第２配列のうちの少なくとも１つにおける少なくとも１つの副
画素要素は、少なくとも第１及び第２画素の副画素データの組合せによって決定された値
に基づいて、アクティブにし得る。
【００１０】
　種々の代表的な実施形態によれば、少なくとも１つのアクティブにされる副画素要素は
、例えば、第２配列に含まれない原色の副画素要素を含み、また、副画素データは、第２
配列に含まれない原色に対応する少なくとも第１及び第２画素の副画素データを含み得る
。
【００１１】
　種々の代表的な実施形態によれば、第２配列の副画素要素は、例えば、アクティブにさ
れる副画素要素の副画素データと第２配列に含まれない原色との組合せによって決定され
た値に基づいて、アクティブにし得る。
【００１２】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、第２配列の第１副画素要素は、第１副画素
要素の原色に対応する第２画素の副画素データと第１補正成分との組合せによって決定さ
れた値に基づいて、アクティブにし得る。第２配列の第２副画素要素は、第２副画素要素
の原色に対応する第２画素の副画素データと第２補正成分との組合せによって決定された
値に基づいて、アクティブにし得る。及び／又は第２配列に含まれない原色の副画素要素
は、第２配列に含まれない原色に対応する第１画素の副画素データと第３補正成分との組
合せによって決定された値に基づいて、アクティブにし得る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の代表的な実施形態に基づく４原色以上の表示システムを示す概略説明図
。
【図２】本発明の代表的な一実施形態に基づく繰り返し可能なパターンの副画素要素を含
む副画素構成を示す概略説明図。
【図３Ａ】本発明の他の代表的な実施形態に基づく副画素構成を形成するために実現し得
るそれぞれ第１の５原色パターンの副画素要素を示す概略図。
【図３Ｂ】本発明の他の代表的な実施形態に基づく副画素構成を形成するために実現し得
るそれぞれ第２の５原色パターンの副画素要素を示す概略図。
【図４】本発明の更に他の代表的な実施形態に基づく繰り返し可能なパターンの副画素要
素を含む副画素構成を示す概略説明図。
【図５】本発明の他の代表的な実施形態に基づく副画素構成を形成するために実現し得る
パターンの副画素要素を示す概略説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は、添付図面と共に解釈される。また、本発明の実施形態に関する以下の詳細な
説明によって本発明は充分に理解され得る。
　図を簡単明瞭にするために、図に示した要素は、必ずしも正確に又は一律の縮尺に従っ
て描かれていないことが認識し得る。例えば、要素には、明瞭にするために、他の要素と
比較して、又は１つの要素に含まれる一部の物理的な構成要素と比較して、寸法を誇張し
たものがある。更に、適切であると思われる場合、参照数字は、各図の間で繰り返し用い
て、対応する又は類似の要素を示す場合がある。これらの図は、本発明の実施形態の例を
記載するものであって、本発明の範囲を制限するものではないことが認識し得る。
【００１５】
　以下に、説明を目的として本発明の種々の側面について説明する。本発明を充分に理解
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し得るように特定の構成及び細目について記載する。しかしながら、本明細書に記載され
た特定の細目なしで本発明を実践し得ることが、当業者には理解し得る。更に、当分野で
公知の原理及び具体例に依拠する本発明の種々の特徴は、本発明が不明瞭になるのを避け
るために、省略又は簡略化することがある。
【００１６】
　本発明の代表的な実施形態に基づく４原色以上のモニタ及び表示装置の実施形態は、２
００２年６月１１日に出願した国際出願ＰＣＴ／ＩＬ０２／００４５２、表題“カラー表
示のための装置、システム及び方法”に記載されており、また、ＰＣＴ公報ＷＯ０２／１
０１６４４（上記特許文献１）として、２００２年１２月１９日に発刊されており、その
開示内容は、本明細書において引用・参照する。
【００１７】
　図１は、本発明の代表的な実施形態に基づく４原色以上のカラー表示システム１００を
示す。
　本発明の代表的な実施形態によれば、システム１００は、光源１１２及びアレイ状副画
素要素を含み得る。例えば、システム１００は、例えば、当分野において知られている薄
膜トランジスタ（ＴＦＴ）アクティブマトリックス技術を用いるＬＣアレイである液晶（
ＬＣ）要素（セル）１１４のアレイ１１３と、例えば、アレイ１１３に並置し得るｎ原色
（ｎは３より大きい）のカラーフィルタアレイ１１６と、を含み得る。システム１００は
、いずれか他の適切な構成の副画素要素を含み得る。システム１００は、更に、アレイ１
１４のセルを、例えば、当分野において知られているアクティブマトリックス駆動方式に
よって駆動するための電子回路１２０（ドライバ）を含み得る。本発明の種々の代表的な
実施形態によれば、カラー画像の画素は、４原色以上の副画素要素によって再現し得るが
、この場合、各副画素要素は、ｎ原色のうちの１つに対応する。背面照射源１１２は、カ
ラー画像の生成に必要な光を供給する。各副画素要素の透過率は、後述するように、１つ
又は複数の対応する画素用の画像データ入力に基づき、例えば、アレイ１１３の対応する
ＬＣセルに印加される電圧によって制御し得る。ｎ原色コントローラ１１８は、カラー画
像の画素を表す副画素データを含む画像データを受信可能であり、また、アレイ１１３の
少なくとも一部の副画素要素を選択的にアクティブにして、副画素データに基づき、減衰
パターンを生成可能である。例えば、コントローラ１１８は、入力データを、例えば、赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）、又はＹＣｂＣｒの形式で受信し、オプションとしてデー
タを所望のサイズ及び解像度に合わせてスケール変更し、また、入力データに基づき、異
なるドライバに出力される信号の大きさを調整し得る。コントローラ１１８は、入力画像
データ、例えば、ＲＧＢ画像成分又は画素のＹＣｂＣｒデータを含むデータを、４つ以上
の原色、例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂ、黄（Ｙ）及びシアン（Ｃ）の副画素データに変換可能であ
る。背面照射源１１２によって供給される白色光の強度は、後述するように、ＬＣアレイ
の要素によって空間的に変調され、１つ又は複数の画素の画像データに基づき、各副画素
要素の照射を選択的に制御し得る。各副画素の選択的に減衰された光は、カラーフィルタ
アレイ１１６の対応するカラーフィルタを通過し、これによって、所望の色の副画素組合
せを生成する。人の視覚系は、異なる色の副画素要素を通してフィルタ処理された光を空
間的に統合してカラー画像を知覚する。
【００１８】
　ＬＣＤ表示装置の開口比は、表示装置の正味面積と表示装置の全面積との間の比として
定義し得る。ここで、表示装置の正味面積は、例えば、当分野において知られているよう
に、ＴＦＴ並びに列及び行ドライバラインによって“遮蔽される”表示装置の面積の合計
である総遮蔽面積を除く表示装置の全面積として定義される。例えば、ｌ行のｍ個の副画
素要素を含む表示装置の総遮蔽面積は、各副画素要素が１つのＴＦＴを含み、各行が１つ
の行ドライバラインを含み、各列が１つの列ドライバを含む場合、次のように計算し得る
。
【００１９】
　　ｍ×Ｌcolumn×ｔcolumn＋ｌ×Ｌrow×ｔrow＋ｌ×ｍ×Ｓtft　（１）
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　上式において、Ｓtftは、各ＴＦＴの遮蔽面積を示し、Ｌrow及びｔrowは、それぞれ各
行ドライバラインの長さ及び幅を示し、Ｌcolumn及びｔcolumnは、それぞれ各列ドライバ
ラインの長さ及び幅を示す。従って、表示装置の全面積は、ほぼＬcolumn×Ｌrowであり
、また、表示装置の開口比は、アスペクト比ＡＲ＝Ｌrow／Ｌcolumnであると仮定して計
算し得る。
【００２０】
　総遮蔽面積が大きいということは、表示装置に供給された光が、ＴＦＴ及び／又はドラ
イバラインによって、より大量に遮蔽されることから、表示装置の輝度レベルが小さくな
ることに対応し得ることを当業者は認識し得る。
【００２１】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、システム１００は、少なくとも４つの異な
る原色の副画素要素のアレイを用いて、４原色以上の複数の画素を有するカラー画像を再
現するために実現し得るが、ここで、ＳＴで表されるアレイにおける副画素要素の総数は
、積Ｐ＝ｓ×ｎより大幅に小さい。この式において、詳細に後述するように、ｓは、画像
における４原色以上の画素の数を示し、また、ｎは、少なくとも４つの異なる原色の数を
示す。例えば、積Ｐの一部であるアレイにおける副画素要素の数は、４つ以上の原色の数
に関連し得る。アレイには、例えば、少なくとも３つの原色の副画素要素の少なくとも１
つの繰り返し可能な色配列に配置された副画素要素を含み得る。また、積Ｐの一部である
アレイにおける副画素要素の総数は、後述するように、色配列における副画素要素の数を
４つ以上の原色の数で割ったものにほぼ等しいと考えられる。
【００２２】
　人の視覚系は、異なるレベルの空間解像度において、異なる原色を知覚し得る。例えば
、人の視覚は、一部の原色、例えば、青及びシアンを、他の原色、例えば、緑、黄及び赤
の知覚空間解像度レベルと比較して、実質的により低いレベルの空間解像度において知覚
し得る。従って、本発明の実施形態によれば、後述するように、一部の原色、例えば、青
及び／又はシアンは、例えば、他の原色、例えば、赤、緑及び／又は黄と比較して少ない
数の副画素要素を用いて、人の視覚系によって知覚されるカラー画像の全体的な解像度に
大幅に影響を及ぼすことなく、より低い空間解像度において表示し得る。
【００２３】
　本発明の代表的な実施形態によれば、アレイ１１３の副画素要素は、各々ｎ原色のうち
の１つに対応する所定の固定数の副画素要素を含む所定の繰り返し可能なパターンを含む
所定の構成に配置し得る。例えば、アレイ１１３は、少なくとも３つの原色の副画素要素
の少なくとも第１及び第２の繰り返し可能な色配列に配置された少なくとも４つの異なる
原色の副画素要素を含み得るが、この場合、第１色配列は、後述するように、第２配列に
含まれない原色の少なくとも１つの副画素要素を含む。従って、このパターンは、他の複
数の原色に対応する副画素要素の数と比較して、１つ又は複数の所定の原色に対応する少
ない数の副画素要素を含み得る。これらの代表的な種々の実施形態によれば、一部の副画
素要素のドライバ１２０、例えば、１つ又は複数の所定の原色に対応する副画素要素のド
ライバには、後述するように、２つ以上の画素の副画素データの組合せに対応する値を供
給し得る。この画像データの操作は、例えば、コントローラ１１８によって実施し得る。
【００２４】
　図２において、本発明の代表的な一実施形態に基づく、繰り返し可能なパターン２０１
を含む５原色表示装置における副画素要素の構成２００を示す。
　パターン２０１は、８つの副画素要素を含む行に配置された５つの原色、例えば、赤、
黄、緑、シアン及び青に対応する副画素要素を含み得る。
【００２５】
　代表的な実施形態によれば、パターン２０１は、後述するように、赤、緑及び黄原色の
各々に対応する副画素要素の数と比較して、青及びシアン原色の各々に対応する少ない数
の副画素要素を含み得る。
【００２６】
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　パターン２０１は、赤原色に対応する２つの副画素要素、例えば副画素要素２１１及び
２１５と、黄原色に対応する２つの副画素要素、例えば副画素要素２１２及び２１６と、
緑原色に対応する２つの副画素要素、例えば副画素要素２１３及び２１７と、シアン原色
に対応する１つの副画素要素、例えば副画素要素２１４と、青原色に対応する１つの副画
素要素、例えば副画素要素２１８とを含み得る。
【００２７】
　代表的な本実施形態によれば、構成２００は、少なくとも第１及び第２の繰り返し可能
な色配列、例えば、色配列２３０及び２３２に配置された副画素要素を含み得る。配列２
３０は、配列２３２に含まれない原色、例えば、シアンからなる少なくとも１つの副画素
要素、例えば要素２１４を含み得る。配列２３２は、配列２３０に含まれない原色、例え
ば、青からなる少なくとも１つの副画素要素、例えば要素２１８を含み得る。
【００２８】
　代表的な本実施形態によれば、配列２３０及び２３２の各々は、幾つかの原色からなる
所定の副配列、例えば、赤－黄－緑の副配列の副画素要素を含み得る。本発明の他の実施
形態によれば、繰り返し可能な色配列の１つ又は複数は、いずれか他の所定の副色配列を
含み得る。
【００２９】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、カラー画像の各画素は、構成２００の１つ
又は複数の副画素要素によって再現し得る。例えば、カラー画像の第１画素は、副画素要
素２１４、２１５、２１６、２１７、及び／又は２１８によって再現し得る。例えば、第
１画素に隣接する第２画素は、副画素要素２１８、２３３、２３４、２３５及び／又は２
３６によって再現し得る。本発明の種々の実施形態によれば、構成２００の１つ又は複数
の副画素要素、例えば、青及び／又はシアン原色に対応する副画素要素、例えば、副画素
要素２１４及び／又は２１８は、カラー画像における２つ以上の画素に対応する副画素デ
ータの組合せによって決定された値に基づき、アクティブにし得る。構成２００の他の副
画素要素、例えば、緑、赤及び／又は黄原色に対応する副画素要素、例えば、副画素要素
２１１、２１２、２１３、２１５、２１６、２１７、２３３、２３４及び／又は２３５は
、１つ又は複数の画素に対応する副画素データに基づき、アクティブにし得る。例えば、
赤、緑又は黄原色の１つ又は複数にそれぞれ対応する副画素要素の、例えば、ドライバ１
２０（図１）の１つ又は複数のドライバには、それぞれ１つ又は複数の画素の赤、緑及び
黄の副画素データに対応する値を供給し得る。このデータ処理は、コントローラ１１８（
図１）によって提供し得る。配列２３０及び２３２のうちの１つに含まれない原色に対応
する副画素要素の、例えば、ドライバ１２０（図１）のうちの１つのドライバには、２つ
以上の画素の副画素データによる組合せによって決定された値を供給し得る。例えば、シ
アン原色に対応する副画素要素のドライバには、２つ以上の画素のシアン副画素データに
よる組合せ、例えば、相加平均、加重平均及び／又はいずれか他の適切な組合せによって
決定された値を供給し得る。青副画素に対応する副画素要素の、例えば、ドライバ１２０
（図１）のうちの１つのドライバには、例えば、２つ以上の画素の青副画素データによる
組合せ、例えば、相加平均、加重平均及び／又はいずれか他の適切な組合せによって決定
された値を供給し得る。２つ以上の画素は、例えば、２つ以上の隣接する画素、例えば、
２つ以上の垂直に、水平に及び／又は斜めに隣接する画素、又はカラー画像のいずれか他
の２つ以上の画素を含み得る。従って、パターン２０１の副画素要素をアクティブにして
２つの画素を再現し得ることから、構成２００に対応する有効な画素のサイズ（有効画素
サイズ）は、パターン２０１の副画素要素の面積の和の半分に等しいことを当業者は認識
し得る。コントローラ１１８（図１）は、副画素データを再配置して、所望の値の配列を
ドライバ１２０に供給し得る。
【００３０】
　本発明の代表的な実施形態によれば、一部の副画素要素のサイズは、表示装置の所望の
白バランスを達成するために、他の副画素要素のサイズとは異なってもよい。例えば、青
及び／又はシアン原色に対応する各副画素要素が覆う面積は、赤、黄及び／又は緑原色に
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対応する各副画素要素が覆う面積より大きくてよい。
【００３１】
　ｌ行のｓ個の５原色画素を含むカラー画像を再現するための構成２００を実現する表示
システム、例えば、システム１００（図１）には、４×ｓの列ドライバライン及びｌの行
ドライバラインを含み得ることを当業者は認識し得る。また、そのような表示装置は、例
えば、１つのＴＦＴが各副画素要素に配置された４×ｓ×ｌ個のＴＦＴを含み得る。従っ
て、そのような表示装置の総遮蔽面積は、下式に等しいであろう。
【００３２】
　　４×ｓ×Ｌcolumn×ｔcolumn＋ｌ×Ｌrow×ｔrow＋４×ｌ×ｓ×Ｓtft　（２）
　上述した代表的な実施形態による表示装置は、他の５原色表示システム（例えば、各画
素を再現するために５つの原色の副画素要素が用いられる場合）における列ドライバライ
ンの数（例えば、５×ｓ）、及びＴＦＴの数（例えば、５×ｓ×ｌ）と比較して、より少
数の列ドライバライン及びより少数のＴＦＴを含み得ることを当業者は認識し得る。その
結果、上述した代表的な実施形態による表示装置は、総遮蔽面積も相対的に小さくなり、
この結果、他の５原色表示システムの総遮蔽面積、例えば、５×ｓ×Ｌcolumn×ｔcolumn

＋ｌ×Ｌrow×ｔrow＋５×ｌ×ｓ×Ｓtft及びその結果生じる輝度レベルと比較して、高
い輝度レベルをもたらし得る。例えば、１６：９のアスペクト比を有する１２８０×７２
０の表示装置、即ち、ｓ＝１２８０、ｌ＝７２０及びＬrow＝１６／９×Ｌcolumnの表示
装置は、５つの原色の副画素要素が各画素を再現するために用いられる場合、約７０％の
開口比、即ち、約３０％の総遮蔽面積を有し得る。総遮蔽面積が、６％のＴＦＴ遮蔽と２
４％のドライバライン遮蔽とを含み、また、ｔrow＝ｔcolumnであると仮定すると、副画
素構成２００を実現することによって、ＴＦＴ遮蔽を約５％に、また、ドライバライン遮
蔽を約２０％に低減し得ることを当業者は認識し得る。従って、そのような構成２００を
実現する表示装置の開口比は、約５％増加して、例えば、約７５％の値に達し得る。更に
、副画素構成２００を実現すると、列ドライバの数を約２０％低減し得るが、これによっ
て、パターン２００の副画素要素をアクティブにするのに必要なデータ速度を低減し得る
。
【００３３】
　本発明の他の実施形態によれば、例えば、いずれか適切な２つ以上の繰り返し可能な色
配列を含む副画素要素のいずれか他の適切なパターンは、表示システム１００（図１）に
よって実現され、例えば、後述するように、構成２００に類似する副画素構成を形成し得
ることを当業者は認識し得る。
【００３４】
　また、図３Ａ及び３Ｂにおいて、本発明の他の代表的な実施形態による構成２００を形
成するために実現し得る第１の５原色パターン３００の副画素要素及び第２の５原色パタ
ーン３１０の副画素要素をそれぞれ示す。
【００３５】
　パターン３００は、２つの異なる行、例えば、行３０２及び行３０４を含み得る。行３
０２は、例えば、“黄－緑－赤－シアン－黄－緑－赤－青”の順に配置された副画素要素
を含み得る。行３０４は、例えば、“黄－緑－赤－青－黄－緑－赤－シアン”の順に配置
された副画素要素を含み得る。従って、パターン３００は、例えば、原色“黄－緑－赤－
シアン”の副画素要素を含む第１色配列３０３、及び、例えば、原色“黄－緑－赤－青”
の副画素要素を含む第２色配列３０５を含み得る。
【００３６】
　パターン３１０は、２つの異なる行、例えば、行３１２及び行３１４を含み得る。行３
１２は、例えば、“赤－黄－緑－シアン－赤－黄－緑－青”の順に配置された副画素要素
を含み得る。行３１４は、例えば、“赤－黄－緑－青－赤－黄－緑－シアン”の順に配置
された副画素要素を含み得る。従って、パターン３１０は、例えば、原色“赤－黄－緑－
シアン”の副画素要素を含む第１色配列３１３と、例えば、原色“赤－黄－緑－青”の副
画素要素を含む第２色配列３１５とを含み得る。他の本発明の実施形態によれば、パター
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ン３００及び／又はパターン３１０は、いずれか他の適切な構成の副画素要素を含み得る
。
【００３７】
　シアン及び青原色が列に沿って交互に配置されているパターン、例えば、パターン３０
０又はパターン３１０を実現して、表示装置全体において更に均一な色の分布を達成し得
ることを当業者は認識し得る。
【００３８】
　本発明の種々の実施形態によれば、カラー画像の有効な画素は、後述するように、２つ
以上の行の副画素要素によって再現し得る。
　図４において、本発明の他の代表的な実施形態に基づく、繰り返し可能なパターン４０
１を含む５原色表示装置における副画素要素の構成４００を示す。
【００３９】
　パターン４０１は、２つの隣接行、例えば、行４１０及び４２０に配置された５つの原
色、例えば、赤、黄、緑、シアン及び青に対応する副画素要素を含み得る。
　代表的な実施形態によれば、後述するように、パターン４０１は、赤、緑及び黄原色の
各々に対応する副画素要素の数と比較して、青及びシアン原色の各々に対応する少ない数
の副画素要素を含み得る。
【００４０】
　行４２０は、赤、黄、赤及び黄原色にそれぞれ対応する４つの副画素要素４１２、４１
６、４１５、及び４３４を含み得る。行４１０は、緑、シアン、緑及び青原色にそれぞれ
対応する４つの副画素要素４１３、４１４、４１７、及び４１８を含み得る。
【００４１】
　代表的な本実施形態によれば、パターン４０１の副画素要素は、少なくとも第１及び第
２の繰り返し可能な色配列、例えば、色配列４６０及び４６２に配置し得る。配列４６０
は、配列４６２に含まれない原色、例えば、シアンからなる少なくとも１つの副画素要素
、例えば要素４１４を含み得る。配列４６２は、配列４６０に含まれない原色、例えば、
青からなる少なくとも１つの副画素要素、例えば要素４１８を含み得る。
【００４２】
　代表的な本実施形態によれば、配列４６０及び／又は４６２は、幾つかの原色からなる
所定の副配列、例えば、赤－黄－緑副配列の副画素要素を含み得る。
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、カラー画像の各画素は、構成４００の１つ
又は複数の副画素要素によって再現し得る。例えば、カラー画像の第１画素は、副画素要
素４１６、４１５、４１４、４１７及び／又は４１８によって再現し得る。また、例えば
、第１画素に隣接する第２画素は、副画素要素４３４、４１８、４３３、４３５及び／又
は４３６によって再現し得る。本発明の種々の実施形態によれば、構成４００の１つ又は
複数の副画素要素、例えば、青及び／又はシアン原色に対応する副画素要素、例えば、副
画素要素４１４及び／又は４１８は、カラー画像の２つ以上の画素に対応する副画素デー
タの組合せによって決定された値に基づき、アクティブにし得る。構成４００の他の副画
素要素、例えば、緑、赤及び／又は黄原色に対応する副画素要素、例えば、副画素要素４
１６、４１５、４１７、４３４、４３５及び／又は４３３は、１つ又は複数の画素に対応
する副画素データに基づき、アクティブにし得る。例えば、それぞれ赤、緑及び／又は黄
原色のうちの１つ又は複数に対応する副画素要素の、例えば、ドライバ１２０（図１）の
うちの１つ又は複数のドライバには、それぞれ１つ又は複数の画素の赤、緑及び／又は黄
副画素データに対応する値を供給し得る。このデータ処理は、コントローラ１１８（図１
）によって提供し得る。例えば、シアン原色に対応する副画素要素のドライバ１２０（図
１）におけるドライバには、２つ以上の画素に対応するシアン副画素データの組合せ、例
えば、相加平均、加重平均及び／又はいずれか他の適切な組合せによって決定された値を
供給し得る。例えば、青の副画素に対応する副画素要素のドライバ１２０（図１）におけ
るドライバには、２つ以上の画素に対応する青の副画素データによる組合せ、例えば、相
加平均加重平均及び／又はいずれか他の適切な組合せによって決定された値を供給し得る
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。２つ以上の画素は、例えば、２つ以上の隣接する画素、例えば、２つ以上の垂直に、水
平に及び／又は斜めに隣接する画素、又はカラー画像のいずれか他の２つ以上の画素を含
み得る。従って、パターン４０１の副画素要素は、アクティブにして２つの画素を再現し
得ることから、構成４００に対応する有効な画素サイズは、パターン４０１の副画素要素
の面積の和の半分に等しくてよいことを当業者は認識し得る。コントローラ１１８（図１
）は、副画素データを再配置して所望値の配列をドライバ１２０に供給し得る。
【００４３】
　本発明の代表的な実施形態によれば、一部の副画素要素のサイズは、表示される画像の
所望の白バランスを達成するために、他の副画素要素のサイズと異なってよい。例えば、
青及び／又はシアン原色に対応する各副画素要素の面積は、赤、黄及び／又は緑原色に対
応する各副画素要素の面積より大きくてよい。
【００４４】
　ｌ行のｓ個の５原色画素を含むカラー画像を再現するための構成４００を実現する表示
システム、例えば、システム１００（図１）は、２×ｓの列ドライバライン及び２×ｌの
行ドライバラインを含み得ることを当業者は認識し得る。そのような表示装置は、また、
例えば、１つのＴＦＴが各副画素要素に配置された４×ｓ×ｌ個のＴＦＴを含み得る。従
って、そのような表示装置の総遮蔽面積は、下式に等しい。
【００４５】
　　２×ｓ×Ｌcolumn×ｔcolumn＋２×ｌ×Ｌrow×ｔrow＋４×ｌ×ｓ×Ｓtft　（３）
　構成４００を実現する５原色表示装置のドライバラインの全体的なコストは、列ドライ
バラインのコストが行ドライバラインのコストより一般的に高いことから、従来の３原色
ＬＣＤ表示装置、例えば、３×ｓの列ドライバラインとｌの行ドライバラインとを含む表
示装置のドライバラインのコストと比較して、小さいことを当業者は認識し得る。更に、
構成４００を実現する５原色表示装置の全体的なコストは、４つ又は５つの原色の副画素
要素が、各画素を再現するために用いられる他の４原色表示装置の全体的なコストと比較
して、また、５つの原色の副画素要素が、各画素を再現するために用いられる他の５原色
表示装置の全体的なコストと比較して、小さいことを当業者は認識し得る。
【００４６】
　更に、上述した代表的な実施形態による表示装置は、従来の３原色ＬＣＤ表示装置の総
遮蔽面積、例えば、３ｓ×Ｌcolumn×ｔcolumn＋ｌ×Ｌrow×ｔrow＋３×ｌ×ｓ×Ｓtft

と比較して、２×ｓ×Ｌcolumn×ｔcolumn＋２×ｌ×Ｌrow×ｔrow＋４×ｌ×ｓ×Ｓtft

の総遮蔽面積を有し得ることを当業者は認識し得る。更に、Ｌrow＝１６／９×Ｌcolumn

、ｓ＝１２８０、及びｌ＝７２０である場合、構成４００を実現すると、約７８％の開口
比を達成し得るが、これは、構成２００に対応する達成可能な開口比、例えば、７５％よ
り大きく、これはまた、５つの原色の副画素要素が各画素を再現するために用いられる５
原色表示装置に対応する達成可能な開口比、例えば、７０％より大きい。
【００４７】
　本発明の他の実施形態によれば、例えば、適切ないずれか２つ以上の繰り返し可能な色
配列を含む副画素要素のいずれか他の適切なパターンが、表示システム１００（図１）に
よって実現され、例えば、後述するように、構成４００と同様な構成を形成し得ることを
当業者は認識し得る。
【００４８】
　また、図５において、本発明の他の代表的な実施形態による副画素構成を形成するため
に実現し得る副画素要素の５原色パターン５００を示す。
　パターン５００は、４つの行、例えば、行５０２、行５０４、行５０６、及び行５０８
を含み得る。行５０４及び行５０８は全く同じであってよく、また、行５０４及び行５０
８の各々は、２原色配列、例えば、配列“赤－黄－赤－黄”を含み得る。行５０６及び行
５０８は、３原色配列、例えば、“緑－シアン－緑－青”、及び３原色配列、例えば、“
緑－青－緑－シアン”をそれぞれ含み得る。シアン及び青原色が列に沿って交互に配置さ
れているパターン、例えば、パターン５００を実現して、表示装置全体において更に均一
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な色の分布を達成し得ることを当業者は認識し得る。
【００４９】
　例えば、上述した本発明の種々の代表的な実施形態は、２つ以上の画素のシアン原色に
対応する副画素データの組合せに基づき決定された値をシアン原色に対応する副画素要素
のドライバに供給すること、及び／又は、２つ以上の画素の青原色に対応する副画素デー
タの組合せに基づき決定された値を青原色に対応する副画素要素のドライバに供給するこ
とが可能なコントローラ、例えば、コントローラ１１８（図１）に関係し得る。しかしな
がら、本発明の他の代表的な実施形態は、例えば、後述するように、１つ又は複数の画素
の副画素データのいずれか他の所望の組合せに基づき決定された値を１つ又は複数の副画
素要素のドライバに供給することが可能であるコントローラ、例えば、コントローラ１１
８（図１）を含み得る。
【００５０】
　本発明の種々の実施形態によれば、コントローラ１１８（図１）は、カラー画像の少な
くとも第１及び第２画素に対応する副画素データに基づき、例えば、上述した少なくとも
第１及び第２色配列の副画素要素に対応して、ドライバ、例えば、ドライバ１２０（図１
）を提供することが可能である。コントローラ１１８（図１）は、例えば、後述するよう
に、少なくとも第１及び第２画素の副画素データの組合せによって決定された値に基づき
、第１及び第２配列のうちの少なくとも１つにおける少なくとも１つの副画素要素をアク
ティブにすることが可能である。
【００５１】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、コントローラ１１８（図１）は、アクティ
ブにされる副画素要素の副画素データ及び第１／第２配列に含まれない原色の組合せによ
って決定された値に基づき、第１／第２配列の副画素要素をアクティブにすることが可能
である。例えば、コントローラ１１８（図１）は、画素の緑の副画素データ及びシアンの
副画素データの組合せに基づき決定された値を緑の副画素要素のドライバに供給すること
、及び／又は画素の青の副画素データ及びシアンの副画素データの組合せに基づき決定さ
れた値を青の副画素要素のドライバに供給することが可能である。他の選択肢として又は
追加的に、コントローラ１１８は、画素の青の副画素データ及びシアンの副画素データの
組合せに基づき決定された値をシアンの副画素要素のドライバに供給すること、及び／又
は、画素の青の副画素データ及び赤の副画素データの組合せに基づき決定された値を赤の
副画素要素のドライバに供給するが可能である。
【００５２】
　種々の実施形態において、表示装置、例えば、表示装置１００（図１）の緑、青及びシ
アン原色は、ＸＹＺ色の空間において、それぞれ下式で表される所定の緑（Ｇ）、青（Ｂ
）及びシアン（Ｃ）の原色ベクトルによって表現し得る。
【００５３】
【数１】

　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、緑及び青原色ベクトルの組合せ、例えば、
線形組合せを実現して、シアン原色とほぼ等価な又はそれに匹敵する色を生成し得る。所
望の線形組合せは、例えば、以下の式を用いて、決定し得る。
【００５４】

【数２】

　上式において、β及びγは、それぞれ青及び緑原色の線形寄与に関するパラメータを示
す。式４による線形組合せを用いて、例えば、シアン原色の色度値が、緑及び青原色の色
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アン原色の色度値が、緑及び青原色の色度値を結ぶ線から外れているがそれに相対的に近
接している場合、シアン原色に匹敵する色を再現し得ることが認識し得る。
【００５５】
　上述したように、表示装置１００の一部の画素は、青の副画素要素を含まない複数の副
画素要素（非青副画素要素）によって再現可能であり、及び／又は幾つかの画素は、シア
ン副画素を含まない複数の副画素要素（非シアンの副画素要素）によって再現し得る。本
発明の代表的な実施形態によれば、コントローラ１１８（図１）は、シアン副画素データ
に基づき決定された値を１つ又は複数の非シアン副画素要素のドライバに供給することが
可能である。例えば、コントローラ１１８（図１）は、画素を再現するための青及び／又
は緑副画素要素のドライバに信号Ｂ’及びＧ’を、例えば、下式の組によりそれぞれ供給
し得る。
【００５６】
【数３】

　上式において、Ｂ、Ｇ、及びＣは、再現される画素の青、緑及びシアン画像成分を示す
。本発明の種々の代表的な実施形態によれば、Ｂ’及び／又はＧ’の一方又は双方の値は
、例えば、式５により計算されたＢ’及び／又はＧ’の値が、それぞれ、青及び／又は緑
原色の生成可能な最大値を超えた場合、“クリッピング”される、即ち、青及び緑原色の
生成可能な最大値にそれぞれ設定し得る。
【００５７】
　シアン副画素データに基づき青及び／又は緑副画素要素をアクティブにすることによっ
て、シアン原色の知覚空間解像度を改善することができ、及び／又は、非青副画素要素に
よって再現された画素と非シアンの副画素要素によって再現された画素との間の知覚輝度
変動を低減し得ることを当業者は認識し得る。
【００５８】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、例えば、シアン副画素データよって決定さ
れた値に基づき１つ又は複数の非シアン副画素要素をアクティブにすることに起因し得る
色のシフト、例えば、シアン色のシフトは、低減することが望ましい。本発明の種々の代
表的な実施形態によれば、そのような色のシフトは、後述するように、第１画素の青副画
素データ及び青補正成分ΔＢの組合せ（例えば、和）によって決定された補正値に基づき
、例えば、第１色配列の青副画素要素をアクティブにし、また、第１画素の緑副画素デー
タ及び緑補正成分ΔＧの組合せ（例えば、和）によって決定された補正値に基づき、例え
ば、第１色配列の緑副画素要素をアクティブにし、更に、第２画素のシアン副画素データ
とシアン補正成分ΔＣとの組合せ（例えば、それらの間の差）によって決定された補正値
に基づき、例えば、（第１色配列に隣接する）第２色配列のシアン副画素要素をアクティ
ブにすることによって、低減し得る。
【００５９】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、補正成分ΔＣ、ΔＢ、及びΔＧは、シアン
の副画素要素によって再現されたシアン原色の輝度が、青副画素要素によって再現された
青原色の輝度と緑補正成分ΔＧに起因する緑原色の輝度との和に実質的に等しいように決
定し得る。更に、シアン補正成分ΔＣに起因するシアン色の量が、緑及び青の副画素要素
によって再現されたシアン相当色の量、例えば、青補正成分ΔＢに起因する青色の量と、
緑補正成分ΔＧに起因する緑色の量との和に実質的に等しいことが望ましい。例えば、補
正成分は、以下の式を用いて決定し得る。
【００６０】
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【数４】

上式において、ＹＣ、ＹＢ、及びＹＧは、シアン、青及び緑原色の輝度を示す。
【００６１】
　式４を式７に代入し、項を並べ変えると、以下の式が得られる。
【００６２】

【数５】

　式８及び９を式６に代入し、項を並べ変えると、以下の式が得られる。
【００６３】
【数６】

　本発明の代表的な実施形態によれば、コントローラ１１８（図１）は、シアン補正成分
ΔＣ値を、例えば、原色輝度値ＹＣ、ＹＢ、及びＹＧ、所定のパラメータβ及びγ、並び
にシアン及び第１画素の青副画素データに対応する値を式１０に代入することによって決
定し得る。コントローラ１１８は、更に、青補正成分ΔＢの値及び／又は緑補正成分ΔＧ
の値を、例えば、式８及び９を用いて決定し得る。コントローラ１１８は、例えば、上述
したように、例えば、補正成分ΔＢ、ΔＧ、及びΔＣに基づき、青、緑及びシアンの副画
素要素に補正値を供給し得る。
【００６４】
　本発明の種々の代表的な実施形態によれば、青の副画素に与えられた補正値及び／又は
緑の副画素に与えられた補正値は、例えば、青の副画素要素に与えられた補正値及び／又
は緑の副画素要素に与えられた補正値が、それぞれ青及び／又は緑原色の生成可能な最大
値を超える場合、クリッピングし得る。
【００６５】
　例えば、上述した本発明の種々の代表的な実施形態は、シアン副画素データに基づき、
緑及び／又は青副画素要素をアクティブにすること、及び／又は、補正値に基づき、緑、
青及び／又はシアンの副画素要素をアクティブにすることに関係する。しかしながら、本
発明の他の実施形態は、同様に、１つ又は複数の他の副画素要素、例えば、シアンの副画
素要素又はシアン及び赤の副画素要素を、他の副画素データ、例えば、青の副画素データ
に基づき、アクティブにするために、及び／又は、補正値に基づき、他の副画素要素、例
えば、シアン赤及び青の副画素要素をアクティブにするために実現し得る。例えば、他の
実施形態において、１つ又は複数の副画素要素は、１つ又は複数の画素の副画素データの
いずれか適切な組合せ、例えば、１つ又は複数の画素の空間関数に対応する組合せに基づ
き、アクティブにし得る。
【００６６】
　上述した種々の代表的な装置、システム及び／又は方法について、５つの原色を再現す
るための装置に関して説明したが、同様な装置、システム及び／又は方法が、適切な変更
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によって、５つを超える又はそれより少ない原色を再現するための装置について実現し得
ることを当業者は認識し得る。
【００６７】
　本発明の種々の特徴について、本明細書において図示し説明したが、種々の変形、代替
、変更、及び等価物が可能であることが当業者には理解し得る。従って、添付の特許請求
の範囲は、本発明の思想の範囲に入るそのような変形及び変更を全て網羅することが理解
し得る。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４】

【図５】
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